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平成２３年第２回定例会議事日程（３日目）

平成２３年６月１７日　午前１０時００分　開議

日程第　１　諸般の報告
日程第　２　議案第３４号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第１号）について
日程第　３　議案第３５号　平成２３年度上毛町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について
日程第　４　発議第　３号　「少人数学級推進」、「義務教育費国庫負担制度拡充」に係る意見書（案）について
日程第　５　議案第３６号　町有地の処分について
日程第　６　議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について
日程第　７　広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出について
○　会　議　の　経　過　（３日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。一礼して御着席をお願いします。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、御確認ください。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、６月７日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了承ください。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了後の討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了承ください。
　委員会付託案件の審査がすべて終了した後、本日、町長から提出された追加議案の審議を行います。追加議案は、本日審議する議案のため、提案理由の説明に引き続き、議案内容の説明を受け、質疑、討論、採決を行います。このことも、議会運営委員会を開催していただき、答申をいただいておりますので、報告いたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了承ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、議案第３４号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）、日程第４、発議第３号　「少人数学級推進」、「義務教育費国庫負担制度拡充」に係る意見書（案）、以上２件を議題とします。
　文教厚生委員長の報告を求めます。

　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をします。

　当委員会は、６月１３日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５２分開会、午前９時２８分閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された予算案１件、議員から提出された発議１件の合計２件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、議会規則第７７条の規定に基づき報告いたします。

　議案第３４号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）について、最初に総務課長に総括説明を求めました。主な歳出は、商工費、消防費を除いて４月１日異動に係る人件費の補正です。議会費は兼務職員の１名増によるもの、総務費は東九州自動車道本線の用地立ち木伐採費用、農林水産業費では国土調査による文化財職員１名増、商工費ではプレミアム商品券の助成費用、消防費は消防団員５名分の退職金及び防災備蓄品の補充と説明がありました。質疑なし。
　続いて担当課長の説明を求めました。
　住民課長。３款１項７目人権啓発費、小池共同井戸受水槽の実施設計の再検討による容量２０トンへの変更及び器具の変更による増額。
　４款１項４目環境衛生費、住宅用太陽光発電システムの設置費補助金で予算枠に達したが、住民の要望が多いため追加補正。
　７款５項１目住宅管理費、建設後２０年が経過し、老朽化が進む新池団地の屋根と外壁ふきかえ工事の設計及び工事費の補正。

　健康福祉課長。３款１項２目老人福祉費、職員の産休育児休業による臨時職員経費。

　教務課長。９款２項１目学校管理費、ふくおか学力向上推進事業で市町村の指定を受けた非常勤講師の報奨費、旅費及び保護者向けの啓発資料等の補助事業。
　９款５項２目保健体育施設管理費、サッカーくじの助成金による総合グラウンドナイター設備等改造工事の設計管理委託料及び取りかえ、増設、新設の補正との担当課長の説明を受け、質疑を行いました。
　質疑、太陽光発電の設置について、地元業者にどのように働きかけていますか。答弁、施工者のほうが業者を選定しております。地元でも設置できる専門業者がいるようですが、町として特に町内の業者への啓発は行っていません。
　質疑、仕事もない時期だけに地元業者への工事ができるように考えていただきたいという要望がありました。

　質疑、新池団地の屋根ふきかえ工事ですが、町の工事ですし、地元業者でできる工事があるのではないか。地元業者に仕事がいくように進めてほしいと思うが、町の考えは。答弁、業者の選定は指名委員会でします。なるべく地元業者で指名していただくように進めています。ちなみに前回２２年度の緒方団地の外壁工事については地元業者を指名しています。

　質疑、総合グラウンドの工事は改造工事となっていますが、図面を見ると改造ではなく、取りかえ等になっていますが、どう違うんですか。答弁、参考資料の図面のように取りかえ、新設工事ですが、スポーツ振興センターに補助金申請をした際、設備等改造工事となっていましたので予算書の名称を統一させていただきました。

　質疑、実際は、取りかえですか。答弁、取りかえ、増設、新設です。複合し、改造として申請をしました。

　質疑、スポーツ振興くじは、上毛町になって初めての申請ですか。また、再度質問を要請して、前回から申請していたハードルが高く時間がかかったのか、今回初めて申請して通ったのかということの質問がありました。答弁、担当が事前に相手と入念に問い合わせ等を行った上で申請、決定いただくように努力しました。

　質疑、このナイター設備はいつごろ設置されたのですか。答弁、昭和６０年竣工ですので、２６年経過をしています。

　質疑、グラウンド整備はどのような状態にあって、どのような工事をするのですか。答弁、既存のナイター部分は照明器具の取りかえ工事、少年野球側はナイターの照明新設、増設、ゲートボール場側との防球ネットの新設、キュービクルの取りかえ、グラウンドの整地です。
　質疑、矢印を示しているところはどのような状態にあって、どのような工事をするのですか。答弁、砂も減ってきて、全体的な整地とマウンド等の整備です。
　討論なし。採決、全会一致で可決しました。
　発議第３号　「少人数学級推進」、「義務教育費国庫負担制度拡充」に係る意見書案について、提出者の説明を求め、質疑を行いました。
　質疑、東北で震災が起きています。なお、放射能関係で移動が多く発生すると思います。家族も含め、よその安全地帯に行くと、今回は３５人教育が守られないのではないですか。答弁、今年度は１年生だけが３５人を実現しました。後に順次移行する要望です。東北地方の被災を受けた学校や転出先の学校で配慮するように文科省から通達が出ております。
　討論なし。採決、全会一致で採択いたしました。

　以上です。
○議長（坪根秀介君）文教厚生委員長の報告が終わりました。

　これから委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。
　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）新池の住宅団地の修繕の関係の業者を地元業者と、いろいろなことでもってというのは適切な議論かと思いますが、この設計に当たって、公共建造物の新築・修繕は営繕課へどうぞと、テレビのコマーシャルじゃないけれども、県の営繕課への委託はどうかと、そうした議論はありませんでしたか。
○議長（坪根秀介君）三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）特にございません。

○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

　質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）続いて、日程第２、議案第３４号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）、日程第３、議案第３５号　平成２３年度上毛町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）、以上２件を議題とします。
　総務産業建設委員長の報告を求めます。

　安元委員長。

○総務産業建設委員長（安元慶彦君）おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告します。
　当委員会は、３月１４日、議会中小会議室において総務産業建設常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の予算案２件です。
　審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。
　議案第３４号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）についてです。

　初めに、総務課長から４月の人事異動に伴う人件費と所管外の総括説明がありました。
　総括説明に対する質疑、太陽光発電で、昨年度に比べての件数等の状況はどうか。答弁として、昨年は９月補正にて２００万円の追加をしており、今年度は６月時点で当初の２０件分が消化したということで、最終的な伸びは年度末にということになります。

　質疑として、震災を経て住民の関心からふえてくると想定するが、２００万円の補正では低いのではないか。答弁として、今年度の状況を踏まえ、来年度当初予算編成の際には十分考慮したいと思います。

　次に、担当課長より議会、総務、企画、税務、産業、建設の順で説明を求めました。

　質疑として、議会費の人件費というのは議長の任命によるものか。答弁として、そのとおりです。

　質疑として、立ち木の関係は最終日に追加議案として出るのか。答弁として、最終日は用地の処分について提案されます。

　質疑として、商品券発行事業は昨年もしたのか。答弁として、昨年１１月の臨時議会の議決後、１セット１万円を５００セット、５００万円の商品券を発行しております。

　質疑として、実績はどうか。答弁として、商品券は、５日間程度ですべて完売しております。
　質疑として、住民へのＰＲはどのようにしたのか。一般住民に十分周知できていないということはなかったのか。本年は昨年の倍で、販売には十分な広報が必要だと懸念されるが、どうか。答弁として、本事業は商工会の事業ですので、商工会によりチラシ、ポスターなど行っており、また、前回１２月からの実施で啓発が少なかったかと思っておりますので、今回は十分広報活動するように商工会にお願いをしております。

　質疑として、経済効果はどうか。答弁として、生活必需品等町内で買っている人が多いと聞いております。

　質疑として、いい評判は聞いているが、それ以上に経済の波及効果がどうか。これは町外でも使えるのか。答弁として、上毛町商工会が行うもので町内に限定していると思います。

　質疑として、町内の業者で何社あるか。どこでどのように使っているのか。使い方が偏り過ぎて一般向きに難しいと思うが、そこら辺は把握しているか。答弁として、登録業者の数は把握しておりませんが、生活するのに必要なガソリンやコンビニなどでも使えるものと思っていると思います。
　質疑として、大平楽も商品券を出しており、期限等があって消化できず使っていないという現状があると聞いているが、その辺この商品券は全部使われているのか。答弁として、把握はできておりませんが、すべて消化できていると思っております。

　質疑として、防災用消耗品で、それまでにあったストック品を被災地に送ったため地元の分がないから補正するということか。答弁として、そうです。被災地に送って目減りした分を今回補充するということであります。

　質疑として、防災用消耗品の数量などの判断基準はどのようにされているのか。答弁として、今回は新しい判断はしておりませんが、今後検討し、早い段階で結論を出して、必要な部分は充当していくと考えております。
　質疑として、今までのものは今までの計画に基づいたストック量だと思う。今回こうした想定外の震災が起き、本町にも昨日来の大雨が降っており、そうした危険性を住民一人一人が感じておる状況だと思う。３３万９,０００円というこの量では少ないと思うが、考慮してもらいたい。

　質疑として、消防団員の退職報償金で、中には３年、５年と消防に出動していない団員もいると思うが、そうした把握はできているのか。答弁として、把握はできていませんが、それぞれの分団長のほうで把握されていると考えています。

　質疑として、前回議会で、消防団員より本部が先に行くという話もあり、消防団員を減らそうという町の方針の中から、その辺をきちんと区切りをつけたほうがいいと思う。答弁として、条例の中でも一定のことが決められていますので、きちんと対応していきたいと考えております。

　質疑として、退職はどのような形で退職となっているか。役つき退職や６５歳の枠での退職か。答弁として、５名の階級、勤務年数のみの回答になりますが、副分団長が２名、団員が３名退職されており、勤務年数では短い方で１０年、長い方で３５年となっております。
　質疑として、出動自体を１回もしていない場合や通勤先の問題など、もっと厳しくしてほしい。答弁として、通勤関係で御指摘の団員も以前は中におりましたが、そういう点では現在厳密に対応しており、今後もそうした考え方は取り入れて進めていきたいと考えます。また、合併当時１６０名以上の団員数を平成２５年１０月までに１１４名にしていきますし、そうした震災等の影響もありますので、決め方についても防災面全体で改めて検討していく必要があると考えています。
　質疑として、歳入の立ち木関係ですが、最終日に議案としたものとの関係は。答弁として、用地の上にある立ち木の売り払い収入をこの補正で予算計上しておりまして、用地については当初予算の中で計上しております。
　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　次に、議案第３５号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について、建設課長より４月の人事異動に伴う人件費の増という旨の説明がありました。
　質疑として、土佐井地域だと思うが、加入者の分担金２５万円が何年か未納され、役員が１００万円程度払っているという話を聞いておるが、そうしたことについては順調に進んでいるか。それとも滞納があるのか。答弁として、土佐井地区は計画戸数１９５戸に対して、１９３戸の家屋があって、加入金２５万円については、すべて収入されております。

　質疑として、各項目に出ています勤勉手当ですが、どういう意味合いのものか。答弁として、職員の勤務状況に応じたもので、期末手当と合わせて支給されるものです。

　質疑として、時間外とは別なのか。答弁として、国・県の制度にのせた形で条例化して、それに基づいて支給されております。

　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　以上で報告を終わります。

○議長（坪根秀介君）総務産業建設委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第３４号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第１号）について討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３４号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第３５号　平成２３年度上毛町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３５号　平成２３年度上毛町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第４、発議第３号　「少人数学級推進」、「義務教育費国庫負担制度拡充」に係る意見書（案）について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、発議第３号　「少人数学級推進」、「義務教育国庫負担制度拡充」に係る意見書（案）については、原案を採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから、本日追加案件の審議を行います。日程第５、議案第３６号　町有地の処分について。
　提案理由の説明を求めます。

　町長。
○町長（鶴田忠良君）おはようございます。それでは、追加議案につきまして、提案理由の説明をさせていただきます。

　ただいま上程いただきました追加議案につきまして、提案理由を申し上げます。
　議案第３６号　町有地の処分について。本案件につきましては、平成２８年度開通に向け順調に工事が進捗しております東九州自動車道本線の用地として、小池公園内のスマートインターチェンジ設置予定地付近等の町有地を一括売却することにつきまして、既に当初予算の歳入におきまして、普通財産売り払い収入を御可決いただいておりますが、このたび、西日本高速道路株式会社との協議が整い、仮契約を締結いたしましたので、関係条例により議会の議決をお願いするものであります。

　以上、１件でありますが、どうぞ慎重に御審議をいただきまして、御可決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。続いて、議案内容の説明を求めます。

　総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは、私のほうから議案第３６号について御説明を申し上げます。町有地の処分について。次のとおり町有地を売却する。平成２３年６月１７日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　１、売却する土地の所在及び数量。上毛町大字土佐井８３０番地６ほか１２筆、
１万１,５３９.９７平米。
　２、売却の目的。高速自動車国道東九州自動車道用地。

　３、売却金額。１,９４９万７,１０４円。
　４、売却の相手方。大分県中津市中央町１丁目５番１６号、西日本高速道路株式会社九州支社、中津工事事務所所長、上羽坪　勲。
　理由。高速自動車国道東九州自動車道の用地として町有地を売却することについて、上毛町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分等に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであるというものでございます。
　１枚おめくりいただきますと、土地の明細書がございまして、全筆で１３筆ということになっております。
　以上で説明を終わらせていただきます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。
　質疑ありませんか。
　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）書類とか提出された云々については異論はございませんけどが、売却の金額についてお尋ねしたいのですが、当初予算では１,９００万円というような予算でございました。この当初予算の価格云々は、上毛町の用地の取得単価で計算したのか。今度、売り渡すほう、特に高速道路、有料道路でございます。こうしたことでもって、国としては土地の鑑定方法、これを収益還元方法でしているのか、あるいは原価方法か、単価方法か。どの方法でもって国は検討しておるのか、その点をまず。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）単価につきましては、国のほうが示された単価ということでございまして、当初予算の計上時には土地の坪数等が確定しておりませんでしたので、一応、１,９００万円という概略の金額というものを当初予算で計上させていただいておるというものでございます。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）当然買う国のほうから価格を掲示して、幾らで売ってください云々ということであろうと思いますが、国が高速道路の鑑定の方法、どのような方法で単価の計算されたかわかりませんか。鑑定の方法は原価方法、収益還元方法、単価方法と三つあります。それをどの方法でもって価格を出すのか。特に高速道路あたりはね。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）申しわけございません、その辺は私のほうでは承知しておりません。建設課長のほうが、もし御存じであればお答え願いたいと思いますが。
○議長（坪根秀介君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）申しわけございません。本線の単価につきましては、西日本高速道路株式会社が福岡県の土地開発公社に委託しておりますので、単価の計算方法については、申しわけございません、把握しておりません。
○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございますか。
　三田議員。
○５番（三田敏和君）用地の明細書の１２番に保安林があるわけですけれども、保安林については解除の指定等々が要したんではないかなと思います。立ち木もあって今回用地売却ということになってきておりますが、いつの時期にどのような形で解除の申請をして受理されたか、そこら辺をお聞かせいただきたい。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）保安林の解除につきましては、産業課所管でございますので、手続等につきましては産業課長のほうから答弁していただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）産業振興課長。

○産業振興課長（川口　彰君）基本的には、保安林の解除につきましては、農林のほうに申請ということになりますけれども、うちのほうには保安林の解除ということで把握はしておりません。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）町としては、何もしてないということなのですか。
○議長（坪根秀介君）産業振興課長。

○産業振興課長（川口　彰君）西日本高速のほうが、直接保安林解除の申請を農林のほうにしていると思います。
○議長（坪根秀介君）三田議員。３回目です。

○５番（三田敏和君）その辺の流れを一度、後で調べてお聞かせいただきたい。私どもも近くに防災ネットというか崩落の処置をしないといけないところがあって、保安林ということで工事がずっと遅れているところがあるので、そういう流れの中で短期間にできたとかいうようなことがあったのかどうか、その辺も含めて知りたいわけで、その辺はいかがなっているか、後で説明をいただきたい。

○議長（坪根秀介君）産業振興課長。
○産業振興課長（川口　彰君）一応、農林のほうに問い合わせをいたしまして、報告をさせていただきます。
○議長（坪根秀介君）ほかに。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）この売却金額について、当初予算に示したのは昨年から今年３月３１日まであたりで単価計算を把握して、計上したと思うんですが、４月１日より、たしか、はっきりとした期日はわかりませんが、たしか昨年度よりも今年度は下がっていると思います。それで、どこらあたりのところでこの売却金額の話をしたのかお尋ねします。先ほどの亀頭議員の予算書の１,９００万円との関係がありますので。
　それから、地域別に１３筆ありますが、この地域別の平米単価をお知らせください。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）いわゆる単価につきましては、国の単価をそのままその時点での面積で当初予算に計上したということでございます。したがって、細かい部分がそのときは不明でございましたので、１,９００万円という単価を計上したということでございます。
　それと、地域別の単価でございますが、すべて同じ単価でございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）雑種地やら山林やらありますけれども、全部同じ単価ということですか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）失礼しました。１筆ずつよろしいでしょうか。
○８番（茂呂孝志君）それは後にしてもいいです。
○総務課長（矢野洋一君）地域別の単価、ここで言いますと、土佐井の雑種地でございますが、失礼しました、先ほどは私が間違っておりましたけれども、買収単価が７.３９平米に関しては５,１００円、それから下唐原の山林につきましては１,５００円、山林でも１,２００円という単価も中にはございます。雑種地でございますが、６,９００円という単価と７,４００円という単価が中にございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

　ほかに。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３６号　町有地の処分については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これで、本日の日程はすべて終了しました。

　平成２３年第２回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時３７分
○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。
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